
回答数:６５件

Q１．男性従業員の育休取得率（＊）の現状について
   （＊配偶者が出産した従業員の内、育休を取得した者の比率）

ゼロ 7
5％未満 29
5％以上～10％未満 6
10％以上～30％未満 7
30％以上～50％未満 6
50％以上 7
対象者がいない 1
わからない 2

Q２．男性従業員の育休取得率の目標値を定めているか

5％未満 0
5％以上～10％未満 1
10％以上～30％未満 2
30％以上～50％未満 1
50％以上～100%未満 0
100% 8
目標値はない 51
わからない 2

Q３．男性の育休期間は、実態としてどの位が多いか? Q４．コロナ感染予防策で在宅勤務が増えたことにより、
  今後、男性の育休取得者は増えると思うか?

１週間未満 25
１週間以上、２週間未満 15 増えると思う 12
２週間以上、１か月未満 10 少し増えると思う 19
１か月以上、３か月未満 5 変わらないと思う 21
３か月以上、６か月未満 2 少し減ると思う 3
６か月以上、１年未満 0 減ると思う 3
１年以上 2 わからない 7
わからない 6
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ゼロ
11%

5％未満
45%

5％以上～10％未満
9%

10％以上～30％未満
11%

30％以上～50％未満
9%

50％以上 11%

対象者がいない 1% わからない 3%

5％以上～10％未満 2%
10％以上～30％未満 3%

30％以上～50％未満 2%

50％以上～100%未満 0%

100% 12%

目標値はない 78%

わからない 3%

１週間未満
39%

１週間以上、２週間未満
23%

２週間以上、１か月未満
15%

１か月以上、３か月未満
8%

３か月以上、６か月未満
3%

６か月以上、１年未満
0%

１年以上 3%

わからない
9%

増えると思う
18%

少し増えると思う
29%

変わらないと思う
32%

少し減ると思う
5%

減ると思う
5%

わからない
11%
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Q５．社内に男性が育休を取得しやすい雰囲気はあると思うか?
       

あると思う 6
まあまあ、あると思う 28
あまりないと思う 27
ないと思う 4

Q1「男性の育休取得率」 とQ5「 取得しやすい雰囲気の有無」との関係

Q5
Q1 あると思う まあまあ、あると思うあまりないと思う ないと思う
ゼロ 0 3 2 2
5％未満 0 8 19 2
5％以上～10％未満 0 3 3 0
10％以上～30％未満 2 4 1 0
30％以上～50％未満 2 3 1 0
50％以上 2 5 0 0
対象者がいない 0 0 1 0
わからない 0 2 0 0

Q６．男性の育休取得を支援するため、法定を上回る独自の施策を何か実施しているか?

実施している 22
現在検討中 7
実施していない 34
わからない 2

≪Q6で「実施している」「検討中」と回答した方≫
Ｑ６-2．男性の育休取得を支援する主な理由はどれか?（複数回答）

従業員のエンゲージメントやモチベーションを向上させるため24
家事や育児の経験は、業務改善や生産性向上に活かせると期待するため17
従業員全体の働き方を見直す契機とするため 17
社会全体の女性活躍推進に貢献するため 13
育休取得の希望があるのに、取得できない男
性社員が多いため

12

企業イメージを向上させるため 9
新卒・中途にかかわらず、優秀な人材を確保するため 9
社会全体の少子化対策に貢献するため 8
その他 3

わからない 0

0 5 10 15 20 25

従業員のエンゲージメントやモチベーションを向上させるため

家事や育児の経験は、業務改善や生産性向上に活かせると期待するため

従業員全体の働き方を見直す契機とするため

社会全体の女性活躍推進に貢献するため

育休取得の希望があるのに、取得できない男性社員が多いため

企業イメージを向上させるため

新卒・中途にかかわらず、優秀な人材を確保するため

社会全体の少子化対策に貢献するため

その他

(件)

あると思う
9%

まあまあ、あると思う
43%

あまりないと思う
42%

ないと思う
6%

実施している
34%

現在検討中
11%

実施していない
52%

わからない
3%

その他:

・くるみん等政府指標の達成のため

・性別役割分担意識の解消のため

・育児は母親のものではなく、

両親で行うという認識を定着させたい

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ゼロ

5％未満

5％以上～10％未満

10％以上～30％未満

30％以上～50％未満

50％以上

あると思う まあまあ、あると思う あまりないと思う ないと思う
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Ｑ7．男性の育休取得促進のため、実施している施策はどれか?（複数回答）

全社員に対する育休制度について周知と理解
促進

38

子が生まれた男性従業員に対し、会社として
個別に育休取得を推奨

20

管理職に対する男性の育休取得についての理解促進（研修等）20
出産一時金やお祝金の支給 16
育休取得者の円滑な職場復帰に向けた支援 9
（国の規定とは別に）⾧期や複数回にわたる育児休業・休暇の承認9
育児休業中、会社独自で賃金を一部保障 7
育休取得者所属部署への人員補填や業務フォロー 4
実施していない 14
その他 3
わからない 1

Ｑ８．育休取得以外に、男性の仕事と家庭の両立支援につながる以下の施策を実施しているか?（複数回答）

在宅勤務 50
フレックスタイム 40
短時間勤務制度 37
看護休暇制度 32
始業・就業時刻の繰り上げ・繰り下げ 28
時間外労働や休日労働の免除 21
イクメン企業宣言・イクボス宣言等、社内外への告知・アピール17
事業所内託児所の設置 12
実施していない 4
その他 1
わからない 0

0 10 20 30 40

全社員に対する育休制度について周知と理解促進

子が生まれた男性従業員に対し、会社として個別に育休取得を推奨

管理職に対する男性の育休取得についての理解促進（研修等）

出産一時金やお祝金の支給

育休取得者の円滑な職場復帰に向けた支援

（国の規定とは別に）⾧期や複数回にわたる育児休業・休暇の承認

育児休業中、会社独自で賃金を一部保障

育休取得者所属部署への人員補填や業務フォロー

実施していない

その他

わからない

(件)

その他:

・会社メッセージの発信

・育休取得者へのヒアリング

・当社独自の短期育児休業を制度化

（過去の切捨て休暇の遡及取得を可能とし

実質有給としている。）

0 10 20 30 40 50 60

在宅勤務

フレックスタイム

短時間勤務制度

看護休暇制度

始業・就業時刻の繰り上げ・繰り下げ

時間外労働や休日労働の免除

イクメン企業宣言・イクボス宣言等、社内外への告知・アピール

事業所内託児所の設置

実施していない

その他

(件)

その他:

・保活支援施策、本社地区保育施設枠確保
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Ｑ９．男性の育休取得や仕事と育児・家事両立に向けた、今後の主要課題はどれか?（複数回答）

上司の理解と支援 49
社内風土の醸成と諸制度の認知・周知 48
同僚の理解と支援 30
代替要員の確保 26
そもそも育休取得者が少ないため、一人でも
多くの前例づくり

25

経営陣の理解と支援 23
当事者個人への情報提供 18
昇進・昇給への懸念払拭 18
業務引継の徹底 16
慢性的人手不足の解消 13
復職時の本人と職場へのフォロー 10
収入低下の補填 7
取引先の理解 6
その他 3
わからない 1

Ｑ１０．男性の育休取得義務化の動きについて、どう考えるか

賛成 46
反対 6
わからない 13

賛成
71%

反対
9%

わからない
20%

0 10 20 30 40 50

上司の理解と支援

社内風土の醸成と諸制度の認知・周知

同僚の理解と支援

代替要員の確保

そもそも育休取得者が少ないため、一人でも多くの前例づくり

経営陣の理解と支援

当事者個人への情報提供

昇進・昇給への懸念払拭

業務引継の徹底

慢性的人手不足の解消

復職時の本人と職場へのフォロー

収入低下の補填

取引先の理解

その他

わからない

(件)

その他:

・取得期間の⾧期化

・制度の見直しが必要。

・男性が行使することによるプラスになるIncentiveでも

無ければ進まないのではないか。

・現行制度が休業による賞与の一部の按分減額となっており、

男女に不公平感なく取得させる方法を探っている。
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